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兵庫県のタムジ類に就いての報交は関公一氏の" 御影
町附近産の甲虫目録" (昆虫界、 1， 4， p. 424， 1933) 
に発表された 8種が始めてで其の後矢野文彦、竹中英雄
両氏の収大阪府及其の附近に於けるタマムジ科の分布"
(昆虫界、 'i，68， p p， 1939) 中に兵庫県産
のものが数種収録されている、戦後山本義丸氏は伏兵庫
県氷上郡昆虫目録" (1958) に21穫を記録された、其の
間断片的には県下産の穫に就いての報交は見受けられる
が全般に汎るものは全くない現状なので一応此処に県下
産として従来の記録種及び筆者の採集せしタマムジ類を
まとめて発表することにした。
勿論筆者の採集した地域は神戸市中心のものであるの
で今後の調査に依ってさらに追加種の現われるのは当然
であるがそれ等は機を見て追加篇としてまとめて行きた
く考えている。同定に就いても出来るだけ正確を期した
が或いは誤りあるやも知れず御教示、街] 叱正頂ければ幸
である。
Family BUPRESTIDAE タマム V 科
Subfamily CHALCOPHORINAE ウパタマムv t.!E科
Trib巴 CHRYSOOHRO lNI ノレ D タマム V 族

1. Chrysochroa fulgidissimaS -chδenherr タマムV
一般にタマム V と言うのはこの穫のみを意味する、美
しい穫でも個体数は少い、特に神戸市内で戦後非常に減っ
守 R1<-。
幼虫はエノキ、サクラ、ヵν、カキ等の材部を喰害

ると云われる。
本種の苫は♀に比して極めて少なく山田氏t士吉対♀の
比を1 :  40 (1932)、矢野、竹中氏は1: 4と発表されてお
られ、筆者も今の所舌を採集していない。
♀は腹端末節が円〈、古は三角形に湾入する。
( 産地) 神戸御影( 関、 1933)、株安六甲山、烏原。

淡路三熊山( 据回、 1959)。氷上郡( 山本、 1958) 美方
郡湯村。

小橋板を欽くが稀I' C . 点状に現れる事があり之は ab.
scutellata Thery と言う、 県下で六甲山よりの記録が
ある。
本種の幼虫・踊については清水辰雄氏の報交がある(

生態昆虫、 I L 8. pp. 2 - 7， 1950)。
♀は腹端末節が円く、古は著しく深く考tlられる。
( 産地) 川西市ーの鳥居。宝塚市武田尾。神戸市

御影( 関、 1933)、 六甲山 ( 柴内・中畔、 1950)、二十
渉、山の街。洲本市安乎町、三熊山( 漏出、 1959)。 氷
上郡( 山本、 1958)。養父郡氷の山。
( 分布) 日本( 本州、四園、九州〉、朝鮮、支那。

3. Nipponobuprestis amabilis Snellen van 
V ol1enhoven アオマダラタマムジ

幼虫はサクラ、ツグ等の老弱木の材部を喰害する。極
めて稀な種で次の如き記録がある。
( 産地) 神戸市御影町( 沢野、 18-VI -1933，関、

1933)、六甲山( 矢野、竹中、 1939)。氷上郡神楽、市島
(山本、 1958)。
( 分布) 日本( 本州、四国、九州)0

4. N. querceti Saunders クロマダラタマムジ
本種も前種にやや似た種であるが上麹上に金緑色の各
2 個の陥日紋をもたない事に依り区別される種であるが
極めて稀な種の如く次の記録を知るのみである。
(産地〕 神戸市一六甲山( 矢野、竹中、 1939) (努

内、中畔、 1950)。氷上郡神楽( 山本、 1958)。
〔分布) 日本( 本州、四国、九州) 、支那。
Subfamily BUPRESTINAE ヒメタマムν亜科
Tribe BUPRESTINI ヒメタマム V 族

5. Buprestis haemorrhoidalis japanensis Saunders 
クロタマムジ

原種は欧州、北阿、小アジア等に産する。広く分布し
普通に産する。顔面、腹部末端節両側に赤色紋を有す。
( 産地) 神戸市一御影( 関、 1933)、六甲山( 矢野、

竹中、 1939)、鳥原、山の街。洲本市安乎町( 堀田、 195
( 分布〉日本( 本州、四園、九州) 、 朝鮮、琉球、台 9)。氷上郡( 山本、 1958)。養父郡氷の山。
湾 。分布 ) 日本( 北海道、本州、四国、九州) 、琉球、

Tribe CHALCOPHORINI ウパタマム V 族
2. Chalcophora japonica G ory ウパタマムv
林間や路傍の切倒された新しいマツに多く得られる。

幼虫は枯死したアカマツ、クロマツを喰害する。本穫は

キ兵庫県甲虫相資料 12.

小笠原、台湾。
6. B. (Cypriacis) aurulenta Linne アメ Pカアカヘ
リヒメタマムν
本種主土北米太平洋岸の原産であるが京浜及び阪神地方
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からかなりの個体が採集されている。黒沢氏に依ると大
正時代に多量に輸入された米松に附着して本邦に輸入さ
れたものらしく、更に最近に至り一部の地方では日本松
( 黒秘) に寄生し; 本邦に土着するに至ったようであると。
県下では今の所灘区で記録があるのみであり更に調査
の必要がある。
(産地〕 神戸市灘区( 1 o ，字野正芳、 5-V  -1935， 

矢野、竹中、 1939)。
(分布〉 日本( 本州、四国) 。 北アメリカ、オース

トラリア。
7. B. unicus M i w a  et C h白jo ペニオピクロヒメタマ
ムν
三輪、中条雨博士に依り明石産の標本に基いて新種と
して発表されたもので( 昆虫界、J I [ . 17. pp. 272-273， 
f. 18， 1935)，標本は松村博士の採集とあり採集年月不
詳とあり、原色で図示されているが不完全標本である。
体長 1 9 m m . B. rusticorum Kirby ( 北米産) 、B . hae-
morrhoidalis H 巴rbst ( 欧州、西比利亜産〕及 B. ru-
stica Linne ( 欧州、西比利亜産) に酷似するも本種は
赤色の顔面、前頭に 2箇の三角形黒色紋を印し、腹部末
節に赤色帯を有す、旦其の前節の両側に各 1箆の赤色小
斑紋を有すと言う特徴にがくり容易に区別されるとある。
其の後採集された事を知らない。
( 産地) 明石( 三輪、中条、 1935)。
( 分布) 日本( 本州) 。
Tribe AN1'HAXIlU  ヒラタ r ムジ族

8. Anthaxia proteus Saund日rs ヒメヒラタタマムV
6 - 8月頃花上に普通に得られる。幼虫はアカメガν

ワを加害する。
( 産地) 神戸市一六甲山( 矢野、竹中、 1939)、 二

十渉、山の街、金同11童子山、五社。 氷上郡( 山本、 19
58)。
( 分布) 日本( 北海道、本州、四国、九州) 、 朝鮮、

支那、ヒマラヤ。
Subfamily CHRYSOBOTHR 1NAE 

ムツボνタマムジ亜科
Tribe CHRYSOBOTHRINI ムヅボV タマムν族

9. Chrysobothris succedanea Saunders ムヅボνタ
マムiI Chrysobothris 属は前総節内側にある大きな歯
状突起と上遡の各 3 偲の焔凹紋により、他属と区別さ
れ、本種は同属中最も普通の種と言う事であるが残念乍
ら筆者未採集である。
幼虫はカν、ピワ、ナν、ヒマラヤ V ーダ一等を加害

する。
( 産地) 神戸市六甲山( 欠野、竹中、 1939)。 氷上

郡柏原( 山本、 1958)。
( 分布) 日本( 北海道、本州、九州) 、 支那、ヒマ

ラヤ。
10. C. ohbayashii Kurosawa オ才ムツポνタマムジ
本種は黒沢氏が京都及び高知産の各 1 ♀に依って記載
されたもので (Mushi，X lX， 15， pp. 15-18， pl. 3  f. 
1， 1948)，本属日本産 6種中 1番大きな種である。兵庫
県下からは山本氏のものを知れるのみで極めて稀種であ
ると考えられる。
(産地〕 氷上郡市島( 山本、 1958)。
( 分布) 日本( 本州、四国、九州) 。
Subfamily AGRILINAE ナガタマムν亜科
Tribe AGRILINI ナガタマムν族

11. Toxoscelus auriceps (Saunders) クPタマムV
栗樹 (Castanea crenata Sieb. et. Zuα.)の害虫とし
て知られている、 7 - 8月頃出現し相当硬くなった葉の
表面より葉肉を虫需虫状に食害し亦ゴナラ (Quercus 
errata Thunberg) をも食害している( 黒沢、 1950)。
本種は既に 1873年 Saunders に依り Cryptodactylus
auriceps なる学名で摩耶山から記録されており( Journs.
LiDn. Soc. Zool. London，豆， p. 513， 1873) 次いで
1888年S chonfeldt は有馬附近産標本を以って Crypto-
dacty lus gracilis の学名で記録、 1921年に W . S. Fis-
her は Toxoscelus rugicollis Saunders ( 比島原産) を
神戸より記録しているが (Philippine Journ. Sci.. X 唖，
p. 418， 1921) 以上いづれしも本種の事である。
筆者未採集なので上記録のみしか県下産は知らない。
( 産地) 神戸市一摩耶山 (Saunders，1873)， 有馬

温泉( S chonfeldt，1888)。神戸 (W. S. Fisher， 1921) 
( 分布) 日本( 本州、四園、九州) 。

12. Coraebus quadriundulatus 乱lotschulsky
iI ロオピナガポヅタマムiI

普通に得られる。幼虫はクマイナゴ、キイチゴ等を加
害し、その葉上にて得られる。
( 産地) 神戸市山の街、丹生山。永上郡( 山本、

1958)。宍粟郡音水。養父郡氷の山。美方郡扇ノ山 (奥
谷、 1954)。
( 分布) 日本( 北海道、本州、四国、九州) 、支那、

ヒマラヤ、カνミ- Jレ。
13. C. montanus M i w a  et Chiljo ミヤマナガボソタ
マムジ
体長l 1m m . 体育藍色に輝き、灰白色の短鱗毛より成
る班紋を趨鞘に装う。
本穫は九州の南部及琉球に産するC. niponicus L ewis 
に{f:..lる。

保持産地の次に括弧で記してあるのは記録者で何も書いてない産地のものは筆者自身の採集に依る。
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鳥取県( 犬山) 、広島県( 大峯山) 、富士山麓の標本を
以って三輪・中条両博士に依り美しい原色図を以って記
載されたものである。
県下にては稀である。
〔産地〕 永上郡佐治( 山本、 1958)。 養父郡氷の山
(中根、 1953) (1Ex.， 12-W-1955)。
( 分布) 日本(本ナi ' I、四菌、九州)。

14. Agrilus sospes Lewis V ロテシナガタマムν
Agrilus属 ( ナガタマムν属〕は日本産既知タマム V

科の% 以上を含む大きな属であるが何れも小形の似かよ
った種が多いためその判定は困難である。
本種は偲体数少く筆者は音水原始林で採集したのみで
ある。
( 産地) 宍粟郡音水( 1 Ex.，20-VI-1959)。 美方郡

扇ノ山( 奥谷、 1954)。
( 分布) 日本( 北海道、本州、九州)

15. A. discalis Saunders ヒνモシナガタマムジ
上麹中央の三角形の大紋に依り簡単に他穫と区別出来
る。幼虫はエノキ・ケヤキ等を加害する。
( 産地) 神戸市一山の街、丹生山。多紀郡竜造寺(

山本、 1958)。佐沼郡久崎。宍粟郡音水。
( 分布〉日本( 本州、四国、九州) 、台湾、ヒマラヤ。

16. A. tempestivus Lewis ウグイスナガタマムV
体は小形 (5.5-6. 5 m m ) 上麹は唐金色をおびた鷺
色、側方より見た場合前背板上面は中央後方に隆起す
る。建端は円い。普通にいる種。
( 産地) 神戸市六甲山、烏原、山の街、丹生山、

金問IJ童子山、大山寺。朝来郡生野。宍粟郡音水。
( 分布) 日本( 本州、四園、九州)

17. A. cyaneoiger Saunders クロナガタマムジ
普通に産する。
( 産地) 神戸市一六甲山、山の街、谷上。州本市安

乎町( 堀田、 1959)、氷上郡( 山本、 1958)、美方郡氷の
山。
( 分布) 日本( 本州、四国、九州) 、支那。

18. A. lewisiellus Kerremans ホヅアνナガタマムジ
紫藍色光沢をおび、前背板は暗色をおびる。
関氏はA . cupes Lewis カラカネナガタマムν を御

影より記録されているが (1933) 此の学名の穫は本種に
良く似ている種でアサギナガタマムV と言う和名で呼ば
れており如何なる種を意味しているのか実物を見なけれ
ばわからないので此の報交にては一応省いておいた。
( 産地) 神戸市一山の街、丹生山、谷上。
( 分布) 日本( 北海道、本州、四国〉。

19. A. sapporoensis Obenberger クワナガタマムv
体色は唐金色で著しく赤味を増す。上麹は会合線に沿

い圧せられ、内側隆線は中央不明瞭かすかに前縁に達し

下側隆線は側隆線と合せず。クワの害虫であるが少い種
類と考えられる。
( 産地) 神戸市谷上。朝来郡生野。
( 分布) 日本( 北海道、本州、四園、九州) 。

20. A. planefasciatus Obenberger オオウグイスナ
ガタマムジ
ウグイスナガタマムvに似るが大形で鴬色、上趨は暗

色、内側隆線に湾曲し短い。少い種であると考えられ
る。
(産地〉 宍粟郡音水。
(分布〉 日本( 本州、九州) 、ワスリー。

21. A. nipponigena Obenberger ツヤケνナガタマ
ムν
体色は著しく黒味を帯び、内側隆線明らかであるが、

短く中央に達しない、下倶IJ隆線は後方1 ! !IJ線に接し末端は
合する。
( 産地) 神戸市布引。宍粟郡音水。
(分布〕 日本( 本州、四国〕。

22. A. vodaki Obenberger グオダクナガタマム V
体黒色、内側隆線は強く中央で側降線と合し、下側降
線はほぼ直線状を皇し、後端側降線と合する O

(産地〉 宍粟郡音水。
(分布〕 日本〔本州) 。

23. A. pilosovittatus Sauders νラケナガタマムν
上越は会合線にそい巾広く銀灰色の短毛にて被われ、
内側隆線は強く前縁に達する。
ブジの害虫として知られている。余り個体数は多くな

し、。
( 産地) 神戸市丹生山。氷上郡( 山本、 1958)。
( 分布) 日本( 本州、四国、九1+])。
Tribe C YL 1NDROMORPHINl ホヅヅツタマムν族

24. Paracylindromorphus japan巴nsis Saunders 
ホソツツタマムる/

体は円筒形で複眼は小さく前背板より遥か離れて位置
することに依り区別される種で幼虫はススキ類に穿入す
るといわれている。
( 産地) 氷上郡( 山本、 1958)。
(分布〉 日本( 本州、四国、九州) 、朝鮮、ウスリ

ー、支那。
Subfamily TRACHYINAE テビタマムジ亜科
大部分がテピタマムジ属に属し、ヒラタデピタマムν
属との区別は次の如くである。

r : 上麹側縁ーより…闘う : 体は
扇平………ヒラタチピタマムジ属 (Habroloma)

2. 上7砲には側隆線を欠く: 体は扇平でないものが多
い...・ H ・-….....・ H ・- テビタマムν属 (Trachys)

テピタマムν属は非常に良く似た穫が多いので其の同
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定は極めて困難である。其の分類は伊賀氏 (1955) に依
ると次の如くである。

上遡は銀灰色 1色の被毛桟う 3 .4 
2. 上麹の被毛は 2色以上...・H ・...…・・ 9，10， 11， 12 r:…(3.5mm以一一向毛がある…' " ・H ・-・・・…...・H ・..…‘H ・H ・.....・H ・..5，6  
4. 体は小形 (3.2mm以下) で前背板の毛は少なく、
金色でない. . .・H ・-……・.......………...・H ・.. 7. 8  

5. 体は模形で薦部は突出し頭部前縁は弱く凹み前背
板は金色毛( 稀に灰白色) を密生し上麹は黒色で銀
灰色の 2横帯を装う (4mm) ( 加害植物、クズ)

ークズノテビタマムν
6. 体は長形で肩部の突出は弱く前背板の毛は褐色味
をおび密でない、上麹は黒色で銀灰色の 2 横帯を
装う (3.5-4.5mm) ( 加害食物、ワツギ) ・

ーソワ y ダーステピタマムV
7. 頭胸部は黄銀色~ 青銅色、上遡は銅黒色で 2横帯
は強く波曲する (3.2mm内外) ( 加害植物、ヤ
ナギ属の植物) ………………ヤナギチピタマムν

8. 体は短大、体背面は唐金色ををおびた暗銅色で上
主主に 3横帯を装い、第 1帯は不明瞭、第 2 ，3横
帯のi波曲は少ない( 加害食物、ワメ、スモモ〕・

…ワメテピタマム V
9. 体は大形 (3.8-4.7mm) 体毛は一様で金褐及び
銀白の 2色を不規則に散布し横帯は不明瞭である
( 加害食物、 V イ〉…………ナνグテピタマムν

10 体は短大 ( 3 . 5 m m ) で頑強、前背板には横に 4
個の無毛紋を現わし上趨の波状帯は金茶褐色で、
灰白色で縁取られる( 加害植物、穀斗植物〉・・

………………ダシダラテピタマムν
11. 体l'I卵形 (3.5mm内外〕、やや痔形で地色は唐金
色で赤味強く 3波状帯( 第一帯は不明瞭〕、 細く
銀灰色( 加害植物、ケヤキ、エノキ、ムクノキ)

・- …・ナミガタテビタマムV
12. 体は小形 (3.2mm)、地色銅色、金褐灰褐色短毛
を密に装い上遡に 2波状帯を有し、顔面の触角箆
の直上に深い小田陥を有する( 加害植物、ウツギ)

リーアカガネデビタマムV
本属の幼虫、踊に就いては矢野氏の貴重な報交がある
(Trans. Shikoku Ent. Soc.， 1.，2， pp.17-40， 1952)、 i
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〔付記〕
(1) 多可郡西脇地方は、相当な標高の山地に恵、まれなが
ら、国有林を全く含まず、民有地ばかりである。従って
スギ、マヅ、ヒノキなどの植林が多く、広葉樹林が少な
いので、昆虫相は一般に貧弱である。
(2) 蝶類もその伊jにもれず、種類数、個体数、共に意外
に少ない。 1959年 9月25日現在、判明しているものが、

25. Trachys gl"iseofasciata Saunders ナミガタテピ
タマムV
( 産地) 神戸市一御影、山の街、丹生山、谷上。氷

上郡( 山本、 1958)。
( 分布) 日本( 北海道、本州、四国、九州) 、朝鮮、

支那、東V ペ 9ア。
26. T. robusta Saunders ナV ゲチビタマム V
( 産地) 神戸市烏原、丹生山。宍粟郡音水。
(分布〕 日本( 本州、四国、九州) 。

27. T. variolaris Saunders ダシダラテピタマムジ
(産地〉 神戸市一六甲山、山の街、谷上。氷上郡(

山本、 1958)。
( 分布) 日本( 本州、四国、九州) 、支那。

28. T. saundersi Lewis ソウシダースデピタマムν
( 産地) 神戸市一六甲山、烏原、丹生山、谷上。氷

上郡( 山本、 1958)。朝来郡生野。養父郡氷の山。
( 分布) 日本( 本州、四国) 、小笠原。

29. T. auricollis Saunders クズノテピタマム主/
( 産地) 神戸市摩耶山、谷上。氷上郡( 山本、

1958)。宍粟郡音水。養父郡氷の山。
( 分布) 日本( 本州、四園、九州) 、台湾。

30. T. minuta Linne ヤナギテピタマムV
( 産地) 神戸市一六甲山、山の街、丹生山。氷上郡(

山本、 1958)。養父郡氷の山。
( 分布) 日本( 北海道、本州、四園、九州) 、 !日北

州北部。
31. T. inedita Saunders アカガヰ、テビタマムν
( 産地〕神戸市御影( 関、 1933)。飾磨郡雪彦山。
( 分布) 日本( 本州、四国、九州) 、台湾。

32. T. inconspicua Saund巴rs ウメチピタマムν
(産地〉 神戸市一六甲山、二十渉、鳥原、山の街、

谷上。宍粟郡音水。
33. Habroloma IewisI Saunaers ノレイステピタマムV
体長 3 m m弱の小形種である。ノパラの葉から採集さ
れると記録されている、美しいが珍しい種である o

(産地〕 養父郡関宮町( 奥谷、 1955)。
( 分布) 日本( 本州、四国、九州〕、朝鮮、中支。

34. H.elegantula Saunders ヒラタナピタマムν
背面は唐金色、金色毛を全面に装い上麹波状帯は不明
瞭で銀灰色毛を混ずる。本種も珍しい種である。
( 産地) 氷上郡( 山本、 1958)
( 分布) 日本( 本州、西国、九州)0 (25-彊ー1959)

上記9 科80種である。
(3) ウスパジロチョウ、スジグロデャパネセセリ、ギシ
イチモシジセセリは、今後発見される可能性の最も大き
いものである。
(4) 笠形山は、多可、神崎両郡の墳に位置し、後者に属
する部分が多いが、区別するのはわずらわしいので、一
応、行政区画は無視することにした。
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